
事例 小学校算数科 岐阜地区（Ｍ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第６学年の内容 Ａ（３）

単 元 名 「 分数のわり算 （ 全８時間 ）」

単 元 目 標 ○除数や被除数が分数の除法の意味を理解し，その計算の仕方を分数÷整

数の計算の仕方を活用して考えたり，商を求めたりしようとする。

（ ）算数への関心・意欲・態度

○除数や被除数が分数の除法の計算の仕方について，単位分数のいくつ分

。 （ ）という見方でもとにする量の大きさを考える 数学的な考え方

○除数が分数である場合の除法の計算で，途中で約分する方法を理解し，

。 ， ， ，計算することができる また 分数の除法について 除数の大きさから

被除数と商の大小関係を判断することができる。

（ ）数量や図形についての表現・処理

○除数が分数である場合の除法の意味と計算の仕方について理解すること

。 （ ）ができる 数量や図形についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・形式的に「分母と分子の数を逆にしてかける」と処理すればよいことは

知っていても 「なぜそうすることで計算ができるのか」といった計算，

方法を創り上げていくプロセスまでは，なかなかうまく説明できないと

。 ，「 」 ，思われる そこで 分数のかけ算 の時に使った数直線を使いながら

分数÷分数の意味や計算の仕方を説明する活動を多く取り入れる。

・前単元の「分数×分数」での学習の進め方を思い出しながら 「単位分，

数のいくつ分 「単位分数をいくつ集めると１になるのか」などの考え」

方を意識できるような学習を進めていく。

・数直線を見ながら，被除数と除数の数量関係を十分に踏まえて立式して

いく。

○単位時間の工夫

・具体的な場面を数直線に置き換えることで，被除数と除数の数量関係を

はっきりさせたり，視覚的にとらえることができるようにする。

・数直線をもとに計算の方法を考え，説明していく活動を繰り返し位置付

けることを通して 「単位分数のいくつ分」の考え方を定着していく。，

参 考 資 料 資料１：単元末の評価問題

資料２：評価問題構成表



２ 単元の評価規準

ア 算数への関心・ イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形につ エ 数量や図形につ

意欲・態度 いての表現・処理 いての知識・理解

内 整数の性質，分数の 整数の性質，分数の 約数や倍数を求める 整数や分数について

容 計算の意味，概数な 計算の意味や性質， こと，異分母の分数 の感覚を豊かにする

のご どに着目して考察処 概数にかかわる算数 の加法及び減法の計 とともに，整数の性

まと 理したり，論理的に 的活動を通して，数 算，分数の乗法及び 質，異分母の分数の

との 考えたりすることの 学的な考え方の基礎 除法の計算，目的に 加法及び減法の意

ま評 楽しさやよさに気付 を身に付け，論理的 応じて積や商を概数 味，分数の乗法及び

り価 き，進んで活用しよ に考えたり 発展的 で見積もることがで 除法の意味，概数に， ，

規 うとする。 統合的に考えたりす きる。 よる積，商の見積も

準 る。 りについて理解して

いる。

単 ○分数の除法の計算 ○分数の除法の計算 ○帯分数を含まない ○分数の除法の計算

元 を，整数や小数の では，計算の意味 分数÷分数の除法 が，どのような場

の 計算を基にして考 を整数や小数の範 の計算ができ，そ 面で用いられてい

評 えたり工夫したり 囲から発展させて れを用いることが るかを理解してい

価 するよさに気付く 考えたり，その計 できる。 る。

規 とともに，そこに 算の仕方を整数や ○分数の除法の計算

準 計算の意味や性質 小数の計算を基に の仕方を理解して

が有効に働いてい して筋道立てて考 いる。

ることに気付く。 えたりする。

○分数の除法を進ん

で活用して，筋道

立てて考えたり説

明したりしようす

る。

学 ①除数が分数の場合 ①数直線を用いて分 ①除数が分数の場合 ①分数でわることの

習 まで除法の意味を 数でわる計算の意 の除法の場面での 意味を理解してい

活 拡張してとらえる 味を小数の場合と 立式ができ，除法 る。

動 ことのよさに気付 統合的にとらえる の計算ができる。 ②分数でわる除法の

に く。 ことができる。 ②既習内容を生かし 計算原理や方法を

お ②分数でわる除法の ②分数の除法の計算 て被除数と商との 理解している。

け 計算の仕方を既習 の方法を，既習の 大小比較や割合の

る の除法の計算の仕 分数の計算の意味 問題を解決するこ

具 方に関連付けて考 やきまりをもとに とができる。

体 えようとする。 して考えることが

の できる。

評

価

規

準



３ 指導と評価の計画（全８時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○分数÷単位 ○問題を提示する。 ＜ア－①＞ ○発言 ○問題から数量関
分数の計算 ○式を考え，真分数÷単位分数 ○除数が分数 ・問題から数 係を読みとり数
の仕方を， で表される除法であることが の場合まで 量関係を読 直線に正しく表
数直線を用 分かる。 除法の意味 みとり，正 せているかを確
いて考える ○分数×分数の計算の仕方を説 を拡張して しく数直線 かめる。例えば
活動を通し 明した時のように，数直線を とらえるこ に表すこと 除数が整数の場
て，１／○ 使って考えていけばよさそう とのよさに ができる。 合であれば数直
でわること だという見通しをもつ。 気付く。 除数が単位 線はどうなるの
は○倍する ＜エ－①＞ 分数になる かを想起させ、
ことと等し ２／５÷１／４の計算の仕 ○分数でわる 除法で表さ 類推できるよう
いことに気 方を数直線を使って説明し ことの意味 れることが にする。
付き，分数 よう。 が分かる。 説明できる
÷単位分数
の計算をす ○数直線を使って計算の仕方を ＜イ－①＞ ○ノート・発 ○単位分数は何倍
ることがで 説明することができる。 ○数直線を用 言 すれば１になる
きる。 ○真分数÷単位分数の計算の仕 いて分数で ・数直線で表 のかを問うこと

方を，式と言葉でまとめる。 わる計算の された数量 で，数直線を使
○２／３÷１／５に取り組み， 意味を小数 関係から， った説明の見通
考えを確かにする。 の場合と統 単位分数を しがもてるよう

合的にとら 何倍したら にする。
えることが １になるの
できる。 かを意識し

て計算の仕
方の説明を
ノートに書
いたり発言
したりする
ことができ
る。

２ ○分数÷分数 ○問題を提示する。 ○問題から数量関
本 の計算の仕 ○式を考え，真分数÷真分数で 係を読みとり数
時 方の仕方を 表される除法であることが分 直線に正しく表

数直線を用 かる。 せているかを確
いて説明す かめる。
る活動を通 ○前時の真分数÷単位分数の計 ＜ア－②＞ ○ノート・発 ○前時の除数が単
して，単位 算の仕方を説明した時のよう ○分数でわる 言 位分数の時の説
分数に着目 に，数直線を使って考えてい 除法の計算 ・前時の除数 明の仕方を想起
して考える けばよさそうだという見通し の仕方を既 が単位分数 させることで，
ことで「÷ をもつことができる。 習の除法の の場合での 数直線を使った
△ ○」は 計算の仕方 考え方を使 説明の見通しが/
÷△×○ ２／５÷３／４の計算の仕 に関連付け って，数直 もてるようにす「 」
に等しく、 方を数直線を使って説明しよ て考えよう 線を用いて る。
×○ △ う。 とする。 の計算の仕 ○形式的な計算に「 」/
と一般化で ＜イ－②＞ 方の説明を 終始している子
きることが ○数直線を使って計算の仕方を ○分数の除法 ノートに書 には，なぜそう
分かり，分 説明することができる。 の計算の方 いたり発言 考えてよいのか
数÷分数の 法を，既習 したりする を数直線で説明
計算をする の分数の計 ことができ できるようにす
ことができ 算の意味や る。 る。
る。 きまりをも ○前時のノートか

とにして考 ら，使えそうな
えることが 考え方はないか
できる。 を振り返る。

○真分数÷真分数の計算の仕方
を式や言葉でまとめる。

○２／３÷５／７に取り組み，
考えを確かにする。

○「分数でわる計算では，わら
れる数にわる数の分母と分子



を入れかえた分数をかける」
と計算の仕方を一般化する。

３ ○分数÷分数 ○問題を提示する。 ＜イ－②＞ ○ノート ○約分を最後にし
の計算で， ○分数の除法 ・前時で学習 た場合と途中で
途中で約分 ９／１０÷３／４や の計算の方 した分数÷ した場合とを比
ができる時 ２÷３／４の計算の仕方を 法を，既習 分数の計算 較させることで
は約分する 説明しよう。 の分数の計 の仕方を使 より合理的な計
と合理的に 算の意味や い，計算の 算の仕方がある
計算が進め ○途中で約分できる時には約分 きまりをも 過程を明ら ことに気付かせ
られること して計算すると手際よく計算 とにして考 かにしなが る。
が分かる。 ができることが分かる。 えることが ら更に能率
また，分数 できる。 よく計算す
÷整数や整 ○分数÷整数や整数÷分数の計 ＜エ－②＞ る方法を見 ○途中の計算をき
数÷分数の 算は，分数÷分数に直して計 ○分数でわる つけて計算 ちんと書くこと
計算は，分 算することで前時にまとめた 除法の計算 できる。 で考えのプロセ
数÷分数の 計算の仕方に統合できること 原理や方法 スを明らかにす
形に統合し が分かる。 が分かる。 るように助言す
て考えてい ○途中で約分をするタイプの計 る。
けることが 算や整数を含む除法の練習問
分かる。 題を途中の式を書きながら計

算する。

４ ○除数が１よ ○問題を提示する。
り小さい除
法と除数が 商のわる数との大きさくら
１より大き べをしよう。
い除法の商
を比べる活 ○実際に計算をしてみたり，小 ＜ウ－②＞ ○ノート・発 ○実際に計算して
動を通して 数の時の学習を思い出して大 ○既習内容を 言 から商の大小比
分数の除法 きさくらべをしたりして，商 生かして被 ・小数での学 較をする考え方
で除数が１ の大小比較をする。 除数と商と 習と比較し と除数の大きさ
より大きい の大小比較 ながら商の に目を付けて大
か１より小 や割合の問 大きさくら 小比較をした考
さいかによ 題が解決で べの方法を え方を比較させ
って商と被 きる。 ノートに書 ることで，それ
除数との大 ○わる数が１よりも大きい時 小 ＜ア－②＞ いたり発言 ぞれの考え方の（
小関係を見 さい時）には，商はわられる ○分数でわる したりでき 確かめにする。
分けること 数より小さくなる（大きくな 除法の計算 る。
ができる。 る）ことをまとめる。 の仕方を既

○除数に目をつけて商の大きさ 習の除法の
くらべをすることで考えを確 計算の仕方
かにする。 に関連付け

て考えよう
とする。

５ ○もとにする ○問題を提示する。 ○問題から数量関
量とくらべ 係が正しく数直
る量が分数 昨日と今日飲んだ量は，お 線に表されてい
で表される ととい飲んだ量の何倍かを るかを確かめる
場面での割 求めよう。
合を考える
活動を通し ○くらべる量÷もとにする量＝ ＜イ－①＞ ○発言 ○５年生で学習し
て，数の範 割合の式を使って，それぞれ ○数直線を用 ・くらべる量 た「くらべる量
囲を分数に の割合を求める式を立式し求 いて分数で やもとにす ÷もとにする
拡張して割 めることができる。 わる計算の る量が分数 量＝割合」の公
合を求めて 意味を小数 であっても 式を確認した上
いくことが の場合と統 これまでと で，何がもとに
できる。 合的にとら 同様に公式 なる量なのか，

えることが を使って求 何がくらべる量
できる。 めていけば なのかを明らか

よいことに にする。
気付き，求



めることが
＜ウ－②＞ できる。

○数直線や前時での学習を使っ ○既習内容を ○発言
て１倍よりも大きいのか小さ 生かして被 ・除数が１よ
いのかの見積もりをすること 除数と商と り大きいの
で，実際に求めた割合の吟味 の大小比較 かどうかで
をする。 や割合の問 割合を見積

○類題で考えを確かにする。 題を解決す もることが
ることがで できる。
きる。

６ ○くらべる量 ○問題を提示する。 ＜ウ－①＞
と割合が分 ○数量の関係を数直線に表す。 ○除数が分 ○ノート・発 ○問題から数量関
数で表され 数の場合の 言 係が正しく数直
る場面での 数直線や公式を使って，も 場面での立 ・くらべる量 線に表されてい
もとにする とにする量を求めよう。 式ができ， や割合が分 るかを確かめ
量を求める 除法の計算 かっていて る。
活動を通し ができる。 もとにする
て数の範囲 ○数直線から ÷ で求めた ＜ウ－②＞ 量が分から2/3 4/5
を分数に拡 り 「くらべる量÷割合＝も ○既習内容を ない問題に ○５年生で学習し，
張してもと とにする量」という公式を使 生かして被 分数があっ た「くらべる量
にする量を って求めたりする。 除数と商と ても，既習 ÷割合＝もとに
求めていく ○数直線から□× ＝ の の大小比較 の公式や数 する量」の公式4/5 2/3
ことができ 式を作り，□を求めていく。 や割合の問 直線を使っ を確認した上で
る。 ○割合の問題でもとにする量や 題を解決す て，これま 何がもとになる

比べる量が分数の場合であっ ることがで でと同様に 量なのか，何が
ても数直線や既習の公式を使 きる。 求めていく くらべる量なの
って求めていけばよいことを ことができ かを明らかにす
まとめる。 る。 る。

７ ○練習問題や ○除数による商と被除数の大小 ＜ウ－②＞ ○解決の様子 ○除数が１より大
まとめの問 関係の確かめをする。 ○既習内容を の観察・ノ きいかどうかで
題に取り組 生かして被 ート 商と被除数の大
む活動を通 除数と商と ・既習の考え 小が決まること
して，除数 の大小比較 方を使い， を確認する。
による被除 や割合の問 問題を正し
数の大小関 題を解決す く解決して
係や分数÷ ることがで いくことが
分数整数÷ ○分数÷分数，整数÷分数の計 きる。 できる。 ○分数の除法は除
分数の計算 算の確かめをする。 ＜エ－②＞ 数の分母と分子
整数÷分数 ○分数でわる を逆（逆数）に
の適用題の 除法の計算 してかければよ
考え方を確 原理や方法 いことを確認す
かめる。 ○分数÷分数，整数÷分数の適 が分かる。 る。

用題で確かめをする。 ＜イ－①＞ ○数量関係を正し
○数直線を用 く数直線に書い
いて分数で て立式すること
わる計算の ができるかを確
意味を小数 かめる。
の場合と統
合的にとら
えることが
できる。

８ ○評価問題に ○除数による商と被除数の大小 ○関心・意欲 ○テスト ○学習診断表を用
取り組み， 関係の確かめをする。 ・態度以外の ・既習の考え いて，つまずき
単元を通し ○分数÷分数，整数÷分数の計 評価規準に 方を使い， の指導を行う。
て学習した 算の確かめをする。 ついて確か 問題を正し
内容を確か ○分数÷分数，整数÷分数の適 める。 く解決して
めることが 用題で確かめをする。 いくことが
できる。 できる。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい

・分数÷分数の計算の仕方を数直線を用いて考える活動を通して，単位分数に着目して考える
ことで 「÷△／○」は「÷△×○」に等しく 「×○／△」と一般化できることが分かり，、 ，
分数÷分数の計算をすることができる。

（２）本時の位置
２／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○問題から数量関係を
つ ３／４ﾘｯﾄﾙで２／５㎡の板を 読みとり数直線に表
か ぬれるペンキがあります。こ す。例えば除数が整
む のペンキ１ﾘｯﾄﾙでは，何㎡の 数の場合であれば数

板がぬれるでしょう。 直線はどうなるかを
想起させることで，

○問題の数量関係を数直線で表わ ○前時の問題との違いに気 除数が分数の場合に
してから立式する。 付く ［発言］ ついても類推してい。

・前時はペンキの量の分子が１だ く。
ったけれど，今回は３だ。

・ぬった面積÷ペンキの量＝１ﾘｯ
ﾄﾙでぬれる面積だったから，式

。は ２／５÷３／４で表される
○数直線を使ってどう考えていけ ＜ア－②＞ ○前時の除数が単位分
ばよいのかの見通しをもつ。 ◎分数でわる除法の計算の 数の時の説明の仕方

・ ﾘｯﾄﾙでぬれる面積は， ﾘ 仕方を既習の除法の計算 を想起させることで1/4 3/4
ｯﾄﾙ の （÷３）であること の仕方に関連付けて考え 数直線を使った説明1/3
を使えば前時の考え方が使えそ ようとする。 の見通しがもてるよ
うだ。 ［発言］ うにする。

追 ２／５÷３／４の計算の仕方
究 を数直線を使って説明しよう。
す
る ○数直線を使って計算の仕方を説 ＜イ－②＞ ○形式的な計算に終始

明する。 ◎分数の除法の計算の方法 している子には，な
・昨日の学習は ﾘｯﾄﾙでぬれる を，既習の分数の計算の ぜそう考えてよいの1/4
面積だった。これを利用するに 意味やきまりをもとにし かを数直線で説明で
は ÷３なので， て考えることができる。 きるようにする。1/4=3/4
÷ ３をすればよい。 ［発言・ノート］ ○前時のノートから，2/5

次に、 ×４なので， 使えそうな考え方は1=1/4
÷３を４倍する。 ないかを振り返る。2/5

（２／５÷３）×４
２

＝ ×４
５×３

２×４ ○数直線に書き込んだ
＝ ことと式とをつなげ

５×３ て説明をするように
○各自の考えを発表し合い，考え 示唆する。
方の根拠をまとめる。

○△／○でわることは，被除数を
△でわり○倍することに等しい ○商の分母がなぜ５で
ことが分かる。 はなく１５になるの

○商の分母が１５になることを面 かを面積図を見なが
ま 積図を見て確かめる。 ら説明する。
と ○問題の式と答えを求める式を見
め 比べ，÷△／○は，×○／△と
る 式変形して計算すればよいこと

をまとめる。
○分数÷分数の除法の問題に取り ○分数÷分数の計算ができ ○例題を一緒に取り組
組み，考え方を確かにする。 る ［ノート］ むことで，今日の学。

習でまとめたことが
どういうことだった
のかを確認する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1)本時重点的に取り上げた評価規準

〈イ－②〉
分数の除法の計算の方法を，既習の分数の計算の意味やきまりをもとにして考えることがで
きる。

(2)評価の実際
〈評価の方法〉

□ノートによる記述や発言
数直線を用いながら，除数が単位分数である場合の計算に帰着して，計算の仕方を考えてい
るかノートの記述や発言の内容から評価する。

〈判断の事例〉
□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例
・前時の「単位分数でわる計算」の学習をふまえて，÷３／４計算の仕方を数直線を用いて
考え，÷△／○の計算は，×○／△と一般化できることを筋道立てて説明することができ
る。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例
・÷３／４の計算は 「単位分数」に着目すれば求められることに気付き，数直線を考え，，
÷３×４と式変形して計算できることを説明できる。

(3)個に応じた指導の実際
□つまずきの例とその要因
○つまずき：商を求めるために，数直線にどんな書き込みをして考えていけばよいのか分か

らない。
○要 因：①数直線へ書き込み方がわからない。

②前時の「単位分数でわるわり算」の学習で学んだことに帰着し，１／４あた
りの大きさに着目して考えていけば，よいことに気付かない。

□指導の手だて
①数直線にどのような書き込みをしていけばよいのかを次のようなスモールステップをふん
で指導する。
)上の数直線はｍ を表し，下の数直線はﾘｯﾄﾙを表すことを確認する。1 ２

)「○が△の時に，１にあたる量はいくつか」と対応を確認しながら，数直線への書き2
込みをするように指導する。

０ □ （ｍ ）２

０ １ （ｄｌ）

②前時の学習をすぐに振り返ることができるように，黒板に近い位置に学習内容のダイジェ
スト版を掲示しておく。
その上で，前時の式と本時の式では何が違うのかを明確にし，前時の学習を生かすため
には（単位分数でわるわり算に帰着させるためには ，どこの値をまず求めればよいのか）
を問いかける。

□児童（生徒）の変容
・２／５を３でわり，それを４倍していく計算の仕方を 単位分数（１／４）あたりの面積
に着目して数直線に矢印を書き込みながら，説明できるようになってきた。

2
5

3
4



６ 参考資料

分数のわり算単元テスト

《知識・理解》

【 】（ ） 。１ にあてはまる数を書きましょう

（完答１０点×３）

① ２ １ ２

÷ ＝ ×（ ）

３ ４ ３

２×（ ）

＝

３

（ ）

＝

（ ）

② １ ３ １ （ ）
÷ ＝ ×

２ ５ ２ （ ）

１×（ ）

＝

２×（ ）

（ ）

＝

（ ）

③ ７ ７ （ ）

÷３ ＝ ÷

４ ４ （ ）

７ （ ）

＝ ×

４ （ ）

（ ）×（ ）

＝

（ ）×（ ）

（ ）

＝

（ ）

《表現・処理》

【２】計算をしましょう （５点×６）。

３ １

① ÷

４ ５

５ ２

② ÷

８ ５

名前

１ ５

③ ÷

４ ８

６ ３

④ ÷

７ ４

４ ８

⑤ ÷

９ ３

３ ９

⑥ ÷

４ ４

【３】商が割られる数より大きくなるのは，

どれですか。記号で答えましょう。

また，なぜそう判断したのかの理由も

書きましょう （５点×２）。

７ ３
ア ５÷ イ ５÷

６ ５

７10
ウ ５÷ エ ５÷

15３

記号

理由



《数学的な考え方》

【４】
で ｍ の板がぬれるペンキdl ２

があります。このペンキ１ では，dl
何ｍ の板がぬれるでしょう。２

( ) １ でぬれる面積を求める式を書き1 dl
ましょう。

( ) ゆうこさんとちなつさんが分数のわり2
算の計算の仕方を説明しています。

この２人にかわってそれぞれの考え方

を説明しましょう。

２人の共通課題

計算の仕方を説明しよう

（５点）ゆうこさんの考え方

数直線で表すと

０ ４

５ □
２ｍ

dl
□ □

０

説明

（５点）ちなつさんの考え方

面積図で表すと

１㎡

０ １ ２ １（ ）dl
３ ３

２

３

４

５

説明

【５】けいこさんの身長は１５０ で，おcm
兄さんの身長の 倍です。

お兄さんの身長は何 ですか。cm
（５点）数直線

cm０

０ 倍

（５点）式と答え

答え（ ）

６ ｍの重さが の鉄の棒があり【 】 kg

m kgます この鉄の棒の１ の重さは何。

ですか。

（５点）数直線

kg０

０ ｍ

（５点）式と答え

答え（ ）

６

７

２

５

４

25



評価問題構成表
単元名 ６年 組 名前（ ）「分数のわり算」

番号 観 点

大 中 考 表 知評価問題のねらい

問 問 え ・ ・

方 処 理

１ ① ・単位分数でわる除法の計算原理や計算方法を理解して

いる。

② ・単位分数のいくつ分でわる除法の計算原理や計算方法

を理解している。

③ ・整数ｚをｚ／１とみることで分数の除法に統合して考

えられることを理解している。

２ ① ・単位分数でわる除法の計算ができる。

② 単位分数のいくつ分でわる除法の計算ができる。

③ 途中で約分する除法の計算が正しくできる。

④ 〃

⑤ 〃

⑥ 〃

３ ・被除数と商との大小比較ができる。

・なぜそう判断したのかの根拠を明らかにできる。

４ ・数量関係を正しくとえらて立式することができる。

・数直線に考え方のポイントを正しく書き込み，説明を

考えることができる。

・数直線を用いて，計算方法の説明を考えることができ

る。

・面積図に考え方のポイントを正しく書き込み，説明を

考えることができる。

・面積図を用いて，計算方法の説明を考えることができ

る。

５ ・数直線に問題の意味を正しく表し，数量関係を考える

ことができる。

・小数の場合と同様に「もとになる量の何倍」という問

題を，立式して考えることができる。

６ ・数直線に問題の意味を正しく表し，数量関係を考える

ことができる。

・小数の場合と同様に「もとになる量」を立式して考え

ることができる。

観点ごとの合計

/9 /8 /3


